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 大

分
大
学
経
済
学
部 

創
立
一
〇
〇
周
年
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

一
〇
〇
年
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
歴
史
と
伝
統
を
紡
い
で

き
た
母
校 

経
済
学
部
の 

創
立
一
〇
〇
周
年
に
当
た

り
、
経
済
学
部
同
窓
会
、 
一
般
財
団
法
人
「
四
極
会
」

を
代
表
し
、
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

一 

大
正
年
間
に
、 

全
国
で
、 

商
業
・
商
学
に
関
す

る
実
務
家
を
養
成
す
る 

高
等
教
育
機
関
と
し
て
、
北
は

「
小
樽 

高
等
商
業
学
校
」
か
ら
、
南
は
「
大
分 
高
等

商
業
学
校
」
ま
で
、 

十
二
の
「
官
立 

高
等
商
業
学
校
」

が
設
置
さ
れ
、
そ
の
後
、
多
く
の
卒
業
生
が
、
全
国
で
、 

 

あ
る
い
は
地
域
経
済
社
会
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。 「

大
分 

高
等
商
業
学
校
」
の
同
窓
の
中
に
も
、 

本

日
ご
出
席
の
、
黒
土 

始 

前 

第
一
交
通
産
業 

株
式

会
社 

代
表
取
締
役 

創
業
者
会
長
を
は
じ
め
、 
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野
内 

四
郎
七 

第
九
代 

大
分
銀
行
頭
取
や
、 

桑
原 
豊 

元 

大
分
県
副
知
事
な
ど
、 

多
く
の
先
輩

方
が
活
躍
さ
れ
、「
大
分 

高
等
商
業
学
校
、
大
分
大
学 

経
済
学
部
こ
こ
に
あ
り
！
」
と
、
そ
の
存
在
感
を
示
さ
れ

て
き
ま
し
た
。 

な
お
、
経
済
学
部
の
先
生
方
に
お
か
れ
て
も
、 

学
識

豊
か
で
、
か
つ
、
行
動
力
に
あ
ふ
れ
、 

県
内
の
経
済
界
、

企
業
、
行
政
か
ら 

大
き
な
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
る
と
と
も

に
、 

大
分
県
民
に
と
っ
て
も
、 

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

通
じ
て
、 

い
わ
ば
「
顔
」
が
見
え
て
い
た
、 
「
存
在

感
」
あ
る
多
く
の
先
生
方
が
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 二 

ご
案
内
の
と
お
り
、
現
在
、 

我
が
国 

そ
し
て
地

域
経
済
社
会
は
、 

人
類
の
生
存
そ
の
も
の 

に
も
直
結

す
る
「
地
球
温
暖
化
問
題
」、
人
類
史
上 

７
番
目
の
「
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
」
で
あ
る 

「
新
型 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
」
の
拡
大
、 

急
激
に
進
行
す
る 

少
子
・
高
齢
化
、

さ
ら
に
は 

高
度
情
報
社
会
、
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス 
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フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
へ
の
対
処
な
ど
、 

数
多

く
の
、
解
決
す
べ
き 

喫
緊
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
課
題
の
解
決
の
た
め
に
、
こ
こ
、
大
分
の

地
に
お
い
て 
「
知
の
拠
点
」
で
あ
る
、 

国
立
大
学
法

人
大
分
大
学
、 

経
済
学
部
が 

果
た
す
べ
き
役
割
に
は 

極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
り
、 

創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎

え
た
経
済
学
部
は
、
い
ま
、
そ
の
存
立
意
義
が
、 

ま
さ

に
、
そ
の
「
真
価
」
が 

問
わ
れ
て
い
る 

と
考
え
ら
れ

ま
す
。 

 

三 

現
在
、 

国
立
大
学
法
人
大
分
大
学
、 

経
済
学
部

が 

果
た
す
べ
き 

重
要
な
役
割
と
し
て
は
、「
研
究
」、

「
教
育
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
地
域
貢
献
・
社
会
連
携
」

も 

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
一
方
で
、 

先
が
見
え
な
い 

不
透
明
・
不
確
実

な
経
済
社
会
の 

動
向
な
ど
を
反
映
し
、 

県
内
の
経
済

界
、
企
業
、
行
政
、
ひ
い
て
は
大
分
県
民
の
、 

経
済
学

部
に
対
す
る
期
待
は
、 

い
ま
、
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
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て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
期
待
に
応
え
る
た
め
に
、 

経
済
学
部
に

お
い
て
は
、 

今
後
、
「
地
域
貢
献
・
社
会
連
携
」
に
つ

い
て
も
、 

よ
り
一
層
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で 

い
く

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。 

こ
こ
、
大
分
の
地
に
お
け
る 

「
知
の
拠
点
」
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
、
小
さ
く
と
も
、
い
わ
ば
「
キ
ラ
リ
と
、
光
り

輝
く
」
存
在
で
あ
っ
た
、
経
済
学
部
が
、 

こ
れ
か
ら
も
、

地
域
経
済
社
会
の
中
に
お
い
て 

「
キ
ラ
リ
と
、
光
り
輝

き
続
け
る
」
存
在
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
、
願
う
の
は
、
私

一
人 

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

四 

教
育
は 

国
家
存
立
の
礎
で
あ
り
、「
国
家
百
年
の

計
」
と
い
わ
れ
ま
す
。 

い
ま
、
国
立
大
学
法
人
あ
る
い
は
国
立
大
学
に
は
、「
時

代
」
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ 

し
て
い
く
だ
け
で
は
な
く
、

一
歩
も
二
歩
も
先
ん
じ
て 

「
時
代
」
を
リ
ー
ド 

し
て 

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、 

な
お
、
学
生
に
「
生



5 

 

き
る
力
」
を 

し
っ
か
り
と
身
に
付
け
さ
せ
る 

た
め
に

も
、
「
教
育
」、「
研
究
」、「
地
域
貢
献
・
社
会
連
携
」
な

ど
、
そ
の
業
務
の 

全
般
に
わ
た
っ
て
、
果
敢
に 

「
改

革
」
し
て 

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

「
改
革
」
に
当
た
っ
て
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、 

「
不
易
流
行
」、
即
ち
、 

「
将
来
に
わ
た
っ
て
『
守
っ
て
』
い
く
べ
き
も
の 

に
つ

い
て
は 

あ
く
ま
で
も 

こ
れ
を 
き
ち
ん
と
『
守
っ
て
』

い
く
。 

し
か
し
、
い
ま
、
『
変
え
る
』
べ
き
も
の 
に
つ
い
て

は 

躊
躇
な
く
こ
れ
を 

『
変
え
て
』
い
く
。」
と
い
う 

 

基
本
姿
勢
に 

立
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

五 

大
分
大
学
経
済
学
部
と
し
て
も
、 

創
立
一
〇
〇
周

年
を
機
に
、
こ
れ
か
ら
の
「
在
り
方
」
に
関
し
、 

組
織
、

運
営
の
両
面
に
わ
た
っ
て
、 

今
後
と
も
不
断
に 

「
改

革
」
を
進
め
て 

い
た
だ
き
た
い 

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 
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お
わ
り
に
、
大
分
大
学
経
済
学
部
が
、 

こ
れ
ま
で 

営
々
と
し
て 

築
い
て
き
た 

一
〇
〇
年
の
歴
史
と
伝

統
の
上
に
立
っ
て
、 

輝
か
し
い
、
次
な
る
一
〇
〇
年
を 

目
指
し
、 

今
後
、
ま
す
ま
す 

充
実
・
発
展
さ
れ
る
こ

と
を 

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

経
済
学
部
同
窓
会
、
一
般
財
団
法
人
「
四
極
会
」
と
し

て
も
、 

会
員
相
互
の
「
絆
」
を 

よ
り
い
っ
そ
う
強
固

な
も
の
と
し
、 

今
後
と
も
、 

母
校 

経
済
学
部
に
対

し
、
心
か
ら
な
る 

ご
協
力
、
ご
支
援
を 
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
お
約
束 

申
し
上
げ
、
私
の 
お
祝
い
の 

言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  

令
和
四
年
六
月
二
十
五
日 

大
分
大
学
経
済
学
部
同
窓
会 

一
般
財
団
法
人
四
極
会
会
長 

 

石
川 

公
一 


